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第１章 事業概要 
1.1 事業名 

 ＣＬＴ建築物等普及促進委託事業（ＣＬＴの性能データ収集・分析） 

1.2 背景と事業目的 

 ＣＬＴ建築物は、材料・構造・防耐火等、主要な法整備等が明示され普及段階に入った。しかしながら普及促

進のためにはその他の性能についても同様に整備され、各性能・仕様につき関与する事業者・技術者の理解を深

める必要がある。 

 特に、遮音性能については、事業者・設計者がコンクリート等との材質の違いにつき理解し、性能確保のため

の仕様選択を容易にする資料整備が急がれる。 

本事業では、ＣＬＴ建築物の普及促進に寄与するため遮音性能につき以下の２点を目的とし実施した。 

①  床板の遮音性能対策は、既往の研究により、乾式二重床仕上げおよび制振マット、防音フローリングや、独立天

井が有効であることが明確になった。また共同住宅の界壁にＣＬＴを現して使用できる遮音対策仕様に ついては、

一般社団法人日本ＣＬＴ協会が平成２８年４月に大臣認定を取得した。 
   これらの知見に併せ、実物件につき既存の遮音性能データに、新たに実物件測定を行い、その結果を加え、仕

様と遮音性能の関係を事業者・技術者に明示するための資料（マニュアル原稿）を作成する。 
② ＣＬＴ建築物の普及進行の中で、戸建て住宅→共同住宅→非住宅と多様化が進み、規模も低層→中層と進

む。すでに公営住宅等に用いる場合は、「公営住宅等整備基準の参酌基準」（平成 23 年国交省令 103 号）が

あり、一定の性能が求められている。これらの変化に対応するためには新たな遮音仕様の開発が不可欠であ

るが、本事業では、性能向上・低コスト化のため、床仕様・壁仕様の基礎データ収集を行う。 

1.3 事業実施内容 

1.3.1 床・界壁、仕様開発のための基礎データの把握 

試験機関において以下の試験を行った。 

 ①床遮音性能 ・・・床上遮音仕様のない基礎となる床版及び下階天井のみの構成で2仕様試験。 

 ②界壁遮音性能・・・カラマツＣＬＴにおける貫通部の有無、処理方法の違いによる性能を試験。 

        ・・・スギＣＬＴにより、2重壁の構成の違いによる性能の違いを試験。 

        ・・・スギＣＬＴ６０の単体性能試験。 

 

1.3.2 実物件での遮音性能調査測定 

 実物件による新たな仕様を2件調査・試験を行った。その結果を参考データとし、実務に生かせるよう「マニ

ュアル」に織り込んだ。併せて、他者の行った実物件を見学し、その仕様と試験方法を今後の開発に生かせるよ

う確認した。 

 

1.3.3 「ＣＬＴ遮音性能解説書」の作成 

 主として設計者が活用できるよう、＜遮音性能の基礎＞・＜仕様選択＞から＜施工上の留意点＞を含めて記載

し、総合的な「ＣＬＴ建築物の遮音設計マニュアル」にまとめた。 

 併せて、既往ＣＬＴ建築物の＜遮音性能データ＞等も付加し、実務的に解りやすい「解説書」を目指した。 

1.4 推進組織 

 本事業推進のため「ＣＬＴ建築物遮音性能調査・研究委員会」を組織し、活動方針の決定、ならびに結果の確

認等を行った。また、「ＣＬＴ建築物の遮音設計マニュアル」作成に当たり、ワーキング・グループにより構成の

確認、ならびに執筆を実施した。 
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1.4.1 「ＣＬＴ建築物遮音性能調査・研究委員会」メンバー 

 委員長 田中 学  一般財団法人 日本建築総合試験所 

 幹 事 河野 友弘 大和ハウス工業株式会社 

 委 員 宮田 達史 永大産業株式会社  

  並木 博一 ジャパン建材株式会社   

  守時 秀明 住友林業株式会社 

  吉原 憲一 双日建材株式会社 

  森  則理 大建工業株式会社 

  野村 秀一 ナイス株式会社 

  河合 誠  一般社団法人 日本 CLT協会 

  森本 知宏 銘建工業株式会社 

  島崎 潤悦 株式会社吉野石膏 DD センター 

  鶴澤 恒雄 株式会社吉野石膏 DD センター 

  江川 隼太 株式会社レオパレス 21  

 協力委員 平光 厚雄 国土交通省国土技術政策総合研究所 

  笠井 祐輔 一般財団法人 日本建築総合試験所 

  木戸 準治 株式会社ティアラ一級建築士事務所 

  北洞 武志 日本乾式遮音二重床工業会 

 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 斉藤 方彦 林野庁林政部木材産業課 

 事務局  特定非営利活動法人 建築技術支援協会                    

 事務局協力        一般社団法人 日本 CLT協会 

 

1.4.2 「ＣＬＴ建築物の遮音設計マニュアル」作成ワーキング・グループ  メンバー 

 主 査 田中 学 一般財団法人 日本建築総合試験所 

 幹 事 河野 友弘 大和ハウス工業株式会社 

 委 員 守時 秀明 住友林業株式会社 

  森  則理 大建工業株式会社 

  河合 誠  一般社団法人 日本 CLT協会 

  森本 知宏 銘建工業株式会社 

  島崎 潤悦 株式会社吉野石膏 DD センター 

  鶴澤 恒雄 株式会社吉野石膏 DD センター 

  江川 隼太 ㈱レオパレス 21  

 協力委員 平光 厚雄 国土交通省国土技術政策総合研究所 

  笠井 祐輔 一般財団法人 日本建築総合試験所 

  木戸 準治 株式会社ティアラ一級建築士事務所 

  北洞 武志 日本乾式遮音二重床工業会 

  オブザーバー  林野庁林政部木材産業課 

 事務局  特定非営利活動法人 建築技術支援協会                    

  事務局協力          一般社団法人 日本 CLT協会   

 

1.5 実施期間 

 平成29年1月20日～平成30年2月28日 
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3.3.1

ISO 10140-3 "Acoustics - Laboratory measurement of sound insulation of building elements - Part 3: 
Measurement of impact sound insulation" ( )

50 5000Hz 21 1/3
63 4000Hz 7 1/1

ISO 10140-3 "Acoustics - Laboratory measurement of sound insulation of building elements - Part 3: 
Measurement of impact sound insulation" JIS A 1418-2:2000

(1) ( )
20 630Hz 15 1/3

31.5 500Hz 5 1/1

ISO 10140-3 "Acoustics - Laboratory measurement of sound insulation of building elements - Part 3: 
Measurement of impact sound insulation" JIS A 1418-2:2000

(2) ( )
20 630Hz 15 1/3

31.5 500Hz 5 1/1

29 9 11 14



40

3.3.1 3.3.2 3.3.4
3.3.2 3.3.7

IVA-17-0121

(1) 210mm
No.1

250Hz

63Hz

63Hz 3.3.2
(2) No.1

No.2

Lr-82 Lr-76
No.1 No.2

1dB
3.3.3

(3) No.2
Lr-76 Lr-65

No.2



441



42



43 



44



45 



46



47 



48



49 



50



51 



52



53 



54



55 



56



57 



58



59 

 



60

CLT
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4.2.3 4.2.4 4.3.6
4.3.7 4.3.11

IVA-17-0211

mm

14.8
12

12
12 40

30+75
12.5

12 5.5
CLT 210

12.5 2
100 16K 50

12.5 2

mm

CLT 150
24K 25

12.5 2



4.2.3 調査物件３（石川県内） 

調査物件３は石川県内に建設された、木造軸組工法＋ＣＬＴ耐力壁および床による３階建ての共同住宅である。

遮音性能調査は、建物の竣工直前の段階で行い、調査対象室内の建具や床仕上げ・天井仕上げなどは、完了し

ている状態であった。断面仕様は、準耐火性能を有するもので、ＣＬＴ厚 150 ㎜の床版＋床仕上げ：乾式二重床＋

天井：独立天井であった。 

測定は 2017 年 9 月 14 日に淡路技建(株)により実施され、本事業の委員会メンバーの数名が立ち会った。調査

の結果はまとめたのち公開される予定である。そのため本事業報告書の中では測定の詳細の記述を控える。 

木造軸組工法の耐力壁または床としてＣＬＴを用いる事例は、システム化しやすく需要が見込まれる。今回の測

定に立ち会うことは、実際の床衝撃音を体験し、後日数値でとらえることで、今後の需要への対応を検討する一助

となった。 

 

62



63 

4.3.1 4.3.2 4.3.4
4.3.12

Lr-65 75

Lr-70 Lr-70
Lr-75

Dr-35



64

Lr-40 Lr-45
LD Lr-40 Lr-45

Lr-70
Dr-50



65 



66



67 



68



69 



70



71 



72

   



73 



74



75 



76



77 



78



79 



80



81 



82



83 



84



85 



86



87 



88



89 



90



91 



92



 

93 

第５章 「ＣＬＴ建築物の遮音設計マニュアル」の作成 

5.1 目的 

一般的にＣＬＴパネル工法またはＣＬＴ建築物に限らず木造一般建築物は、設計自由度が高く断熱性に優れて

おり、さまざまな良い点があります。一方遮音性能に関しては、重量衝撃音の測定結果がＲＣ造に比べ劣ってい

ることが知られており、設計する上で配慮することが望ましいと考えられます。 

本事業で作成した「ＣＬＴ建築物の遮音設計マニュアル」（以下「マニュアル」）は、ＣＬＴ建築物の音環境性

能について、実験室性能試験、実棟性能試験から得られた性能情報、設計上配慮することが望ましい内容等、設

計者がＣＬＴ建築物の建物設計をする上での資料として活用できる内容としています。 

 

5.2 マニュアルのポイント 

 マニュアルは、 1章「まえがき」 2章「遮音設計の基礎」 3章「遮音性能の測定方法・評価基準」 4章

「ＣＬＴを用いた床版の床衝撃音遮断性能」 5章「ＣＬＴを用いた壁の空気音遮断性能」 6章「既往事例にお

けるＣＬＴへの遮音対策と測定結果」 7 章「施工上の留意点と建物参考仕様例」で構成されており、設計者が

遮音についての基礎からＣＬＴを用いた場合の仕様判断、既往事例の遮音データ及び施工上の留意点までを記述

しており、遮音設計に関してわかりやすく解説したマニュアルです。 
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表5.1 「ＣＬＴ建築物の遮音設計マニュアル」目次案 

章 項  目 章 項  目 

１章  

まえがき 

 

２章  

遮音設計の基礎 

 

 

 

３章  

遮音性能の測定

方法・評価基準 

 

 

 

４章  

CLTを用いた床

版の床衝撃音遮

断性能 

 

 

５章  

CLTを用いた壁

の空気音遮断性

能 

 

 

 

1.1 委員会構成・執筆体制 

1.2 本書の位置づけ 

 

2.1 遮音設計の必要性 

2.2 騒音の発生源と伝達経路 

2.3 床衝撃音・透過音と遮音対策の基礎 

2.4 その他の生活系騒音・遮音対策例 

 

3.1 実建物と建築部材の性能・評価  

3.2 実建物に対する測定方法 

3.3 床衝撃音遮断性能に関する基準 

3.4 界壁の空気音遮断性能に関する基準 

3.5 実験室での測定方法と評価方法 

 

4.1 CLTパネル素板の性能 

4.2 床仕上げ材による遮音対策 

4.3 天井付加による遮音対策 

4.4 緩衝材の挿入による遮音効果 

4.5 床衝撃音遮断性能データ集：実験室での測定結

果 

 

5.1 CLTパネル素板の性能 

5.2 CLTパネル間目地の影響 

5.3 せっこうボード壁ふかし壁による遮音対策 

5.4 CLTパネル二重壁による遮音対策 

5.5 大臣認定遮音界壁（片面現し・両面現し）の測

定結果 

5.5 空気音遮断性能データ集：実験室での測定結果 

６章 既往の

CLT集合住宅等

における遮音性

能調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７章  

施工上の留意点

と建物参考仕様

例 

 

付録 

6.1  調査にあたって 

6.2  遮音性能測定方法の概要 

6.3  試作床構造（実験室）での測定結果（事例1） 

6.4  試作実験棟での測定結果（事例2） 

6.5  集合住宅「おおとよ製材社員寮」での測定結果

（事例3） 

6.6  集合住宅「勝山共同住宅」での測定結果（事例

4） 

6.7  集合住宅「真庭市営春日住宅」での測定結果

（事例5） 

6.8  医院併設戸建住宅「くりばやし整骨院」での測

定結果（事例6） 

6.9 集合住宅「鹿児島県内集合住宅」での測定結果

（事例7）  

6.10 集合住宅「福島県内集合住宅」での測定結果

（事例8）  

6.11 まとめ 

 

7.1  設備配管部 

7.2  せっこうボードの施工、仕上げ、継目処理 

7.3 二重床施工における注意点 

7.4  建物の参考仕様例 

 

Ⅰ 遮音に関する基礎用語・基礎知識 

Ⅱ 緩衝材の効果に関する床衝撃音実験結果）  

Ⅲ 遮音建材およびCLTの製造業者 

Ⅳ CLT遮音性能に関連する文献リスト 
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(1) 
150mm

150mm 90mm
60mm

150mm

90mm 3

(2) 
210mm 12mm

12mm

Lr-65
Lr-76

(3) 
2

2
Lr-65 Lr-45 40

Lr-75
Lr-70

Dr-35
Dr-50 3

(4)
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90mm
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